
第7６次  佐用町教職員組合 

教育研究集会のご案内 
「 いきる つながる みちひらく ～自立と連帯・共生の学びと教育～ 」 

 

本格的な夏を前に、暑い時期となりましたが、皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は、私たち佐用町教職員組合のとりくみに、ご理解とご支援を賜っておりますこと厚くお礼申し上げます。 

  さて、私たち教職員は、子どもたちを中心にすえた教育の創造にむけ、日々のとりくみをすすめています。今年度

は、一般社団法人スポーツボランティア関西 代表理事の岸信（きし まこと）さんをお招きし、講演会を開催します。

ご多用とは存じますが、保護者・地域の皆様にも多数ご参加いただきたいと思います。より多くの皆様にご参加い

ただきますよう、ご案内申し上げます。 

 

202６年７月３１日(金)    場 所 ： さよう文化情報センター 

分科会 ： ＜受    付＞  １0：0０ ～  ＜分 科 会＞  １0：50 ～ １2：3０ 

講演会 ： ＜受    付＞  １３：００ ～  ＜講 演 会＞  １３：３０ ～ １５：００ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 駐車場につきましては、さよう文化情報センターをご利用ください。（裏面参照） 

＊ 午前の分科会、午後の講演会両方に参加していただける方には簡単な昼食を用意します。 

＊ 参加を希望される方は、参加申込書にご記入の上、７月１６日（木）までに、各小・中学

校までお願いします。 

＊  お問い合わせは、佐用町教職員組合（８２－２５０７）まで、お願いします。 
きりとり 

 

第７６次 佐用教組教育研究集会 参加申込書 

        教育講演会『ボランティアがくれた人生の宝物』 講師：岸 信 さん 

お名前  小・中学校 

参加形態 １ 講演会（午後）のみ参加  ２ 分科会（午前）のみ参加  ３ １日参加 

分科会名 
※２・３を希望した方のみ 

ご記入をお願いします。 
 

講 題  『ボランティアがくれた人生の宝物』 ～価値と楽しさに気づいた、あの日の一歩～ 

講 師  岸 信 さん 

スポーツボランティアとの出会いから、多くの人とのつながりや学びを得てきた 

一般社団法人スポーツボランティア関西代表理事の岸信氏。 

ボランティア活動を通して見つけた「人生の宝物」とは何か。実体験をもとに 

挑戦することの価値や、人のために行動することの素晴らしさについて考える。 

『スポーツボランティアを通じて人が繋がり笑顔が未来を創る』をスローガンに 

日々ボランティア活動の魅力を伝える活動続けている。 

き り と り 



 

分 科 会 発表分会 テ ー マ 

１ 

日本語教育 三日月小 
「主体的に学び、生き生きと対話する児童の育成」 
・児童が学びの必然性を感じる魅力的な言語活動を通して 
（国語科「読むこと」領域） 

算数・数学教育 上月小 
「集団としての高まりをめざす算数授業の創造」 
 
・友だちの考えを手がかりにして、自分で考える力を伸ばすとりくみ 

２ 総合学習 

佐用中 
「体験を通して深まる他者理解」-知る」から「考える」へ‐ 
 
・知ることから始まる、優しい共生社会づくり 

上月中 
「地域と関わる学びの実践」～交流活動を通して～ 
 
・小学生、日本語学校生とともに学ぶ地域探訪 

３ 

自治的諸活動と 
生活指導 南光小 

「お互いを認め合い、一人ひとりが 
活躍できる特別活動をめざして」 

・温かい人間関係の中で、自分のよさや可能性に気づき、集団や社会
に進んで関わる児童の育成をめざして 

学校・地域における 

教育改革運動 
 

佐用小 
「地域とともにすすめる学校教育」 
・地域に愛され、地域とともにつくる学校をめざして地域の人・もの・
心を学ぶ 

４ 
小規模・少人数

校の教育 

上津中 
「小規模校の強みをいかした地域との連携」 
・異校種・福祉施設との交流 

三日月中 
「少人数を生かした教育活動の推進」 
・小中9年間を見据えた連携教育のとりくみ 

 

☆駐車場の利用について 

 

駐車場所 ⇒ さよう文化情報センター前の駐車場をご利用ください。 

（※近隣の商業施設等への駐車はご遠慮ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いきる つながる みちひらく  ～自立と連帯・共生の学びと教育～」 

「わかる授業・たのしい学校をめざした教育」 

「防災文化・防災教育」 

「人権・平和・多文化共生の教育」 

「子どもの心とふれあう教育」 

「地域・学校の意識改革・教育改革の実践」 

「情報社会をきりひらく教育」 


